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高尾地域交流事業における学生・地域住民の相互支援活動の効果の検証
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はじめに

我が国では、高齢化や人口減少が進み、地域・家庭・職
場という人々の生活領域における支え合いの基盤が弱ま
り、地域社会の存続への危機感が生まれこれらを乗り越え
ていくためには、社会保障や産業などの領域を超えてつな
がり、地域社会全体を支えていくことが、これまでにも増
して重要となっている。我が国は、地域住民や地域の多様
な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えつ
ながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域
をともに創っていく社会を目指す「地域共生社会」の実現
を掲げている１）。

これらを地域で支える専門職として介護福祉士は大き
な役割が期待され、2019年度からの介護福祉士養成カリキ
ュラム改正の中でも、地域の中での施設・在宅に関らず本
人の望む生活を支えることが求められている。特に、①チ
ームマネジメント能力を養うための教育内容の拡充が掲
げられ、具体的に介護実践をマネジメントするために必要
な組織の運営管理、人材の育成や活用などの人材管理、そ
れらに必要なリーダーシップ・フォロワーシップなど、チ
ーム運営の基本を理解させるために、領域「人間と社会」の
時間数を30時間から60時間に拡充し、チームマネジメント
の教育を含めるよう求めた。さらに、②対象者の生活を地
域で支えるための実践力の向上が追加になった。具体的に
は地域共生社会の考え方と地域包括ケアシステムのしく
みを理解し、その実現のための制度や施策を学ばせるた
め、「社会の理解」の教育内容に、地域共生社会が追加、「介
護実習」には、地域における生活支援の実践を追加して、対
象者の生活と地域との関わりや、地域での生活を支える施

設・機関の役割を理解し、地域における生活支援を実践的
に学ぶ内容が求められることになった２）。 

新見公立短期大学では、相互支援活動として2011年度よ
り新見市高尾地区住民と交流事業を開始し、翌2012年度か
らは交流事業を授業科目に取り入れ、継続的な交流を8年
間行ってきた。学生が地域から学ぶことはもちろん、地域
住民も交流を通じて生きがいだけにとどまらない教育力
の向上など、相互に学習や刺激を受けてきた。この交流事
業の体験が、現在介護福祉士として社会で活躍する卒業生
への影響および、交流事業を継続してきた地域住民に与え
る影響や効果の検証を行うことは、学習効果の評価として
意義があると考えた。今後、地域における介護福祉展開の
リーダーとして地域生活を支える地域介護専門士養成の
目指すべき役割、人材育成方法への基礎的資料を得ること
につなげたい。

１．研究目的

新見公立短期大学の高尾地域交流事業における8年間の
相互支援活動が、学生・地域住民へどのような影響をもた
らしたか、その効果を検証し、今後地域で介護福祉を展開
できる福祉人材となる目指すべき役割について、人材育成
方法への示唆を得ることを目的とする。

２．研究方法

１）対象者：
・高尾学区新見公立短期大学学生との交流を考える会会
員30名
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*連絡先：三上ゆみ 新見公立大学健康科学部地域福祉学科　718-8585　新見市西方1263-2

介護福祉士養成課程である地域福祉学科と高尾地域交流事業における8年間の相互支援活動が、学生・地域
住民へどのような影響をもたらしたか、その効果を検証することを目的に、交流会会員・卒業生・学生に自己
記入式質問調査を実施した。結果、会員は交流会に参加することでの満足感は大きく2つに分けられ、①人のた
めに何かができている、②自分自身のためになっているという満足感を得ていた他、学生は、多世代との交流
を行うことで幅広い知識の習得と多世代とのコミュニケーション力を身に付けたと感じていた。しかし卒業
生・学生は、同じ交流内容を経験しているにもかかわらず自己有用感は、現在の学生が低い結果であった。
（キーワード）相互支援活動、地域住民、学生、交流事業、介護福祉士養成
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・高尾交流事業参加経験のある住所の確認できた卒業生
（2013～2018年度卒業生）220人
・地域福祉学科2年生38人
２）研究期間2019年6～8月
３）方法：無記名による自記式質問紙による。
・会員；代表者を通じ、説明・了承を得られたのち配布
後、期日を決めて個別封筒に厳封の上、直接大学へ郵送を
依頼し回収した。
・卒業生；個別封筒に厳封の上、郵送調査
・学生；集合調査 
４）分析方法：得られたデータは記述統計を行い、性別、交
流後の変化、生きがい感については、高齢者向け生きがい
感スケール（近藤・鎌田2003）を援用した３）。6段階尺度で
ある「非常に当てはまる」「かなり当てはまる」「やや当
てはまる」「やや当てはまらない」「かなり当てはまらな
い」「全く当てはまらない」で、順に6点から1点の得点を
与えT検定を行った。参加満足度については5件法の「大変
そう思う、まあまあそう思う、どちらともいえない、あま
り思わない、全く思わない」（順序尺度）を用い、対象群
別に一元配置分散分析を行った。以上の量的分析には、
IBM SPSS Ststistics19を用いた。
５）交流会実施状況

初回の2011年度は地域福祉学科の1.2年生を対象として
希望者だけの交流を行い、2012～2013年度からは地域福祉
学科1年生を対象に、科目の中に交流会を取り込み「基礎ゼ
ミナール1・Ⅱ」の初年次教育を目的とした30コマ中11コ
マで実施した（表1）。2014年度より交流会を「生活文化演
習」へ科目を移行しながらも38コマのうち11コマ、コミュ
ニケーション能力を養うことと、地域生活を理解すること
を目的に交流を実施してきた。

３．倫理的配慮

調査協力者には、調査の趣旨，方法（アンケート内容、要
する時間）を十分に説明し，更に得られたデータは、統計

的に処理され個人情報は厳守される事、学術研究以外に使
用しない旨を伝えた。また、回答をしない事への不利益は
生じない事、調査票の同意項目へ同意の記載が得られたも
のを分析対象とした。また新見公立大学研究倫理審査委員
会の承認を受け実施した（承認番号175）。

４．結　果

１）回答者の属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
交流会会員（以下、会員と示す）、30人のうち回答者は

15人（有効回答率50％）、卒業生220人のうち、返信と同意
のあったもの31人（有効回答率14％）を分析対象とした。在
学生は38人中35人（有効回答率92.1％）からの同意と回答を
得た。回答のあった会員（の平均年齢は77.0±10.8歳で、性
別は男性9人女性6人であり、うち10人が開始時の2012年度
より参加しているもので、2016年度と2017年度から参加の
ものが2人ずつと、継続して参加したものが多かった。

卒業生の平均年齢は22.8±1.65歳となり、男性7人、女性
24人で、現在介護福祉士として働くものが22人、働いてい
ないものが3人、学生4人、他職種で勤務が2人だった。在学
生の平均年齢は、19.4±0.5歳、男性11人、女性24人であっ
た。

２）交流会に参加した満足度
交流会に参加したことによる、自己評価や生きがい感の

向上につながるなど、変化を明らかにするために、参加の
項目ごとの満足度を5件法で回答を求め、さらに会員、卒業
生、学生の3群間での比較を行った（表2）。
「交流会に参加して良かったですか」という項目に対して
は、会員の、「大変そう思う」と「そう思う」の選択100％
をはじめ卒業生や学生も90％を超える高い満足度であっ
た。

卒業生と学生の2群間でばらつきが見られたのが、「地域
の方（学生）に喜ばれたと思いますか」に対しては、卒業
生は「大変そう思う」が58.6％と高い割合であったが、学生
は「まあまあそう思う」75％が最も多く、そう思わない学
生も見らればらつきが見られ有意に差が見られた（P＜
0.04）。
また、3群間で差が見られたのが、「参加して人の役に立っ
たと思いますか」については、学生の満足感は低く「どち
らとも思わない」55.9％と役に立ったと感じているものが
少なく、卒業生、学生間で有意差が見られ（P＜0.00）、会
員と学生間で有意差が見られた（P＜0.03）。「参加して苦
労したことがありましたか」については会員の「まあまあ
そう思う」20％に対して、卒業生の「大変そう思う」「ま
あまあそう思う」の回答から有意な傾向が見られた（†＜
0.1）。
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表１．高尾交流会実施状況
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３）交流会に参加した現在の変化
交流事業が、会員・卒業生・学生にどのような影響をも

たらしたか、その効果を明かにするために、交流会に参加
することで変化したと感じることに対し、項目を設け複数
回答で選択を求めた。会員自身の変わったと感じる項目に
ついては、「知識が増えた」が最も多く67％、「健康に気
を付けるようになった」53％、「会話をするようになった」
「外出が増えた」が40％と、活動的な項目が高いことが伺
えた（図1）。

更に、卒業生・学生の中で、比較を行ったところ、両群
通して高かったものとして、「世代の違う人とのコミュニ
ケーションがきるようになった」が卒業生55％、学生60％
であり共に、他世代とのコミュニケーションへの変化を多
く実感していた（図2）。「知識が増えた」では卒業生64％
と学生37％で差が見られた（P＜0.01）。次いで「準備の大
切さに気付いた」が学生49％、卒業生38％であった。「興
味を持つことが増えた」が卒業生19％、学生26％と学生の
ほうが興味につながっていた。「気配りに気付けるように
なった」のついては学生9％に対して卒業生19％とこちら
は卒業生の割合が高かった。

４）会員の生きがい感
地域住民と交流事業を行うことでの住民変化を「高齢者

生きがい感」スケールを用いて性別ごとの比較を行った
（表3）。

自己実現と意欲に分類される項目では、「私には家庭の
内または外で役割がある」について、男性のほうが5.22と高
い得点であり、女性より高い傾向が見られた（P＜0.07）。
生活充実感を見てみると男性は、「今日は何をして過ごそ
うか困ることがある」については2.44に対し、女性は1.40と
男女間では男性のほうがそのように思っている得点が有
意に高かった（P＜0.04）。生きる意欲群については、「世
の中がどうなるのか、もっと見ていきたいと思う」につい
て男性は4.48と高く、対し女性は3.60と男性のほうが高か
った（P＜0.04）。全体の尺度を見ると交流会に参加してい
る男性のほうが、女性に対して生きがい感尺度平均が高く
生きがいを感じていた。

５.考察

１）地域住民に与える影響
交流事業において、学生は中山間地の地域風土を感じ、

住民同士のつながりの大切さや地域を大切にする愛郷心
などを学ぶことができる。また地域住民は、自己評価や生
きがい感の向上につながるなど、変化がみられることが予
想される。さらにこの交流事業を経験した学生たちが、介
護福祉士として活躍する際への影響や、効果の検証を行う
ことを目的に研究を進めた。今回は、地域住民である会員
は平均年齢が77歳と高齢者が多数を占め、8年以上継続し
て参加するものが多かった。会員の交流会に参加すること
での満足感は大きく2つに分けられ①〝人のために何かが
できている″という満足感と②〝自身のためになってい
る″という満足感を得ていた。

自身の変化については、知識が増えたという項目が多く
上げられたことからも、学生との交流に向けて新しい情報
を得ようとする姿勢や、学生と交流することで新しい情報
を得る機会になっていたことがうかがえる。また、交流を
機会に準備や、交流へ参加しようとすることで、交流会を
もとに会話や、外出機会につながり活動的な変容につなが
った。

高齢者の生きがいの概念について野村は、「生きるため
に見出す意味や価値と、生きることに対する内省的で肯定
的な感情の2つの属性からなる」と報告している４）。また、
高齢者の生きがいを支える要因について青木は、「役割は
役割意識や期待、役割や遂行を通して、高齢者を心理的、社
会的に適応させアイデンティティを安定させるとともに、
生きがい対象として役割を担い遂行することで生きる意
味や張り合い、喜びや達成感、存在感など直接的に生きが
い感情を喚起させる。」と述べている５）。

住民たちは自己実現や意欲といった生きがい感は高い
値を示した。学生に対して指導的な立場を担うこともある
会員たちにとって交流機会は、受け手としてではない、人
生の指導者や地域の文化の伝授者の役割が求められる。会
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図１．会員自身が変わったと感じること（複数回答）

図２．卒業生・学生の自身が変わったと感じることの比較
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表２．高尾交流会参加の満足度

表３．会員「生きがい感」の平均値と標準偏差
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員は、どうやったら学生から話を引き出せるか、どのよう
に伝えたら分かりやすいかという工夫を重ね、これらの結
果を受けて学生は多くのこと学んできた。女性会員も、最
初のころは、指導は男性と決めている姿も見られたが、次
第に学生に対し直接的なコメントが見られるなど、補助者
的な立場から教える役割の形成が見られ、人のためや、自
身のためという高い満足感につながったと考える。
２）学生及び卒業生に与える影響

学生及び卒業生への影響としては、「世代の違う人との
コミュニケーションがきるようになった」という多世代間
のコミュニケーションに変化がみられていた。わが国の世
帯数は4994万５千世帯で増加傾向にある一方、3世代世帯
は全体の5.9％と30年前の約半数となり、世帯の少人数化や
の核家族化は進んでいる６）。家族の少人数化は若者の多世
代とのかかわり経験の少なさにも通じ、日常的に高齢者の
暮らしを感じることがないために、高齢者に対してのイメ
ージを持ちにくいものがほとんどとなっている。多世代交
流における若者と大学の役割について、須賀は「大学生は、
幼年とは違い、人として生きることの 意味を深めていく
ことのできる世代である。その一方 で、「大人」の人生に
もまだ踏み込んでいない。そういう立場で、多様な老いの
姿の中に人生を感じ、感受性を高めていくことは、高齢者
という存在を理解し、よりよい高齢社会を創っていくため
に必要なことである。」と述べている７）。これらのように、
地域住民との交流によって学生や卒業生は多世代の価値
観や人生経験への語りを聞いていく中で多様な人生観を
受け入れるための心構えや高齢者のイメージができてい
くと考えられる。

一方、卒業生と学生への影響や効果を比較してみると、
高齢者で高かった人のためと感じていることについては、
卒業生は高く評価しているが学生は全体的に低い評価だ
った。さらに、人の役に立ったと感じたものは学生では思
わないものが最も多く、同じ交流内容を経験しているにか
かわらず自己有用感は、在学生が低い結果であった。

わが国では、自己肯定感の低い子供・若者が増加してい
ることが数多く報告されている８）９）。

相手を喜ばすことができるという感情が育つことは自
己肯定感の基礎となる自己有用感を育てることでもある。
対人援助職である介護福祉士や福祉職を目指すうえでも
重要な意味を持ち、自己の自信につながり、「人との関わ
り」や積極的な学びの力をつけることができる。例えば「あ
りがとう」という言葉を交流後にうけたとき、学生は「期
待に応えられてうれしい」と考える学生と「礼儀」とだけ
感じる学生では大きな違いが生まれる。そういった、自己
有用感が学生で下がってきている可能性もある。

また、私たちの教育のねらいが学生に十分伝わっていな
い可能性も示唆された。実際の交流会では「地域の皆さん
が喜んで下さった」などの参加学生の感想は多くみられ

る。地域の人々と一緒に楽しんでいる様子や、地域の方か
らの感謝の言葉もいただいている。例えば竹を使った水鉄
砲づくりを教わる活動がある。材料の竹を竹林から切り出
し、分割し、会場にブルーシートを敷いて、作り方の解説
書まで用意して下さる。こうしたことを、学生は自分たち
のために苦労をかけたと捉えるが、一方では、地域住民が
準備に向けて力を合わせる住民間交流の促進、指導方法を
考え、年々上手に指導して下さる教育力の向上などに役立
っていることに気づかないのではないだろうか。ここに気
づくことが交流事業を「相互支援事業」と位置付けている
教育のねらいである。このねらいを年々変わりゆく学生た
ちに合わせて、うまくわかりやすく示し、実践後は学生自
身にフィードバックすることを再度強化していく必要が
ある。

卒業生と学生の比較では、興味の幅の広がりや、気配り
に対する変化では、卒業生のほうが高い割合であった。こ
のことは、交流を通して経験したことが、社会や介護福祉
士として働くうえで、活用していくことへつながり、学生
の頃の経験がきっかけとなって感じる効果ではないかと
考える。

交流会を通じての学生の変化として、参加してよかった
と多くが感じており、特に他世代との交流を行うことで、
高齢者が興味を持つ話題や、共通に盛り上がる話題など交
流を繰り返しながら身に付けていったと考える。また、他
県からの入学が多い大学において、他県の地域ごとに異な
る文化に触れることや、自ら準備の大変さを感じ、苦労し
たという割合からも参加する交流では、受容的な学修にと
どまらず、能動的な学修となり深い学びとなったことがう
かがえる。

今後、専門的な福祉職として活動を行ううえでの、高齢
者の対象理解や自らの経験を広げ、地域の特徴を生かすと
いう視点をもって地域福祉の展開をできる人材となるこ
とが望まれる。
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